
行政視察報告書(会派「新しい風」)
令和 5年 3月 /()日

長浜市議会議長  松 本 長 治  様

長浜市議会議員

私が出席 した次の行政視察の結果について報告します。

視察等名   令和4年度 会派「新しい風」による 行政視察研修
視察期間   令和 5年 2月 13日 (月 )～  15日 (水 )
視察場所及び目的

①滋賀県 大津市 【現地視察】「講 大津百町 B商店街活性化」について

②兵庫県 )H西市「川西市立総合医療センター」について

③徳島県 徳島市「徳島市 DX推進計画」及び「地球温暖化紺策(脱酸素等)」 について

④徳島県 神山町 認定NPO法人グリーンパレー「サテライトオフイスツア」について

⑤兵庫県 淡路市 【現地視察】「プロッグスフアームアトムスフィア」について

調査内容・感想等

(1)視察の目的
長浜市では平成の市町合併後、十数年が経過する中、また全世界でコロナ感染が拡

大した後、ようやくその状況が国内においても収束しつつありますが、長浜市におい

ては多くの課題が山積し、2025年問題を皮切りに、働き方改革や病院医療の再編問

題等に対し、全市挙げて取り組まなければならない状況に至つています。

特に人口減少・少子高齢化による影響は大きく、中心市街地においてヽ空き店舗の

増加や、北部地域においては過疎地域が拡大するなど、色々な分野において市域全体

での活性化施策等が強く求められています。

また、市の業務等のデジタル化や C02対策に向けた脱炭素化社会への推進につい

ても、社会情勢の変化に合わせて、今日その対応が強く求められています。

そうしたことから、我が会派「新しい風」では、当面の諸課題等に向けた対応策を

検討し、市民の代弁者として各種施策の市政への反映を行うために、現地視察を含め、

先進地都市等での調査・聞き敗りを行い、今後の長浜市の課題解決等に向けて、行政

視察研修を実施したものです。

(2)視察の内容
① 2月 13日 (月 )大津市内、「大津百町」エリア内で現地調査を行うと共に商店街

役員等の方から状況説明を受けると【現地視察】
「10:30頃 ～ 12100過 ぎ

【商店街再生。・・商店街ホテル】について
「商店街ホテル」は、市の大津宿場町構想に基づくもので、最盛期の町割りは 100

を数え、これに因んで「大津百町」と称されたものです。中心市街地活性化計画を
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策定し、町家改修の補助や電線地中化等に取り組んでいます。

現地の様子は、町家を改修しての宿であることから、通りからは想像しにくい所

もありますが、パンフ等ではモダンな構造となっており、魅力的に感じられました。
一方、商店街通りでは平日であつたことから、日用品店への来客は見られました

が、人通りはあまり感じられませんでした。

【質問・感想等】

O 商店街役員と出会った時の会話(質問)では、「空き店舗」はなかなか減少せず、
家賃補助が出ている間は開店しているが、期間が過ぎると退去する店舘もあると
のことです。長浜市の場合も同様であり、一時的な支援では効果が薄いと思われ

ます。特に本市市街地は、土地 9家屋に係る税金の影響も大きく、家賃も一定の

水準であることから、今後は更に根本的な部分も含めて、支援等の検討が必要と

感じられました。

② 2月 13日 (月 )チ |1西市議会で担当部署健康医療部から「川西市立総合医療センタ
エ」の経緯説明を受け、その後、同総合医療ヤンタ

=へ
移動し説明を受けると|

15:00  ～  17100頃―

【川西市立総合医療センター】について
「川西市立総合医療センター」の令和4年 9月 開院までには、既設の市立川西病
院の問題があり、当時、少子高齢化に伴う人口減少や臨床研修医制度の影響を受け、

平成 14年からは赤字決算が続き、更には資金不足比率が悪化、平成 26年度決算で
経営健全化団体となりました。その後、国の病院機能の見直し等により病院の老朽

化に伴う施設の更新が不可欠となり、最終的には近接の医療法人「協和会」の協立

病院と統合し、新病院が建設されることとなりました。
一方、公立病院の存続を図るために、県の地域医療構想に沿つて医療機関の再編・

ネットワーク化などの抜本的な経営改革を行つて、地方債、地方交付税支援などの

財源対策を講じる中で、民間的経営手法の導入 (地方独立行政法人化、指定管理者

制度の導入、PFIの導入)な どの抜本的な解決策を講じる必要があるとされ、当該
プランに向けたパプコメも実施されました。

更にこのプランと並行して、制度の研究を市内部で進め、基幹病院「川西市立総

合医療センター」構想案を公表、その運営は指定管理者制度の導入とされ、その条

件は病院事業債特別分の地方交付税措置が封象となる再編ネットワーク化を行うこ

と。市立川西病院職員で指定管理者に就職を希望する職員を受け入れること。総事

業費の半分を指定管理者が負担することとされました。

こうした流れに対 して、市民から出された意見は多く、その一例としては

O誰の責任でこのような事になったのか。
O健全化計画の取組みが始まったばかりで収益は伸びているではないか。
O現病院を必要としている患者の思いはどうするのか。
O民営化は利益優先、不採算医療の縮小につながるから反対。
O市立病院への支援は何があつても継続すべきではないか。
O病院移転は北部地域の切 り捨てではないのか。
O黒宇経営の公立病院もあるのではないか。
O財政が厳 しいなら急いで建て替える必要はない。等、そのほとんどは反封意

見とのことでした。
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更に、市がこの改革にあた り最 華も苦悩 したのが、市立川西病院職員への対応であ

り、市は計画の公表前に職員組合の幹部に計画を説明すると共に、公表 日当日と翌

日の 2日 間で職員説明会を病院で開催されました。市から出向している事務職員の

責任を問う意見や全力で経営健全化計画に取 り組んでいるといつた意見。指定管理

者制度で公立病院を守つていく事はできるのか、自分たちの身分はどうなるのかと

いった質問もあつたとのことです。最も深刻な内容は、職員の身分保障に関するこ

とで、言 うまでもなく指定管理者制度を選択することは、病院の看護職や医療技術

職は分限免職になることを意味します。

市がその対応 として、医師を除く病院職員に対 して用意 した主な救済策は次の通

りでした。

(1)指定管理者の応募条件に元市職員の受入れを掲げ、新病院に移行する

までの勤務条件は原則 として変更しないこととしました。また、市の思

いとしては、一人でも多くの職員が指定管理者に移籍してもらいたいこ

とから、一定期間は市職員であったときの給与を保証するための差額支

給を提示 しました。 (最終的には平成 31年 4月 から令和 5年 3月 まで

の 4年間 )

(2)公務員としての身分を希望する職員には、市の事務職への転籍を可能

にしました。 (最終的には指定管理者への移籍 142人、市への事務職ヘ

の転籍 54人、その他 62人 )。 このとき、希望者には市の窓口等の職場

体験を実施しました。

市は、厳 しい財政状況の中、決 して小さい支出ではない差額支給を行 うと共に、

市の事務職への転籍を受け入れるために、平成 31年度の事務職員の採用を停止する

などの封応を行いましたが、人生の転換を求められた病院職員の立場を考えて決断

したものとのことです。先行市への調査では事務職に転籍 した職員が次々と退職 し

ていつたと聞いていましたが、当該市においては、これまではとんど退職者は出て

いないとのことです。事務職に転向した職員の努力はもちろんですが、受入れ側で

ある各部署も丁寧な対応をしてくれた結果であると感謝 しているとされています。

既設の市立川西病院の民間病院への統合も含め、指定管理者制度のスター トには

医療系職員の異動等もあつて、急性期病床の看護基準の引き下げもあつたようで、

市議会への説明や病院改革に反射している市民からも、「民営化の不適」「基本構想

の見直し」等の意見が総れ、対応に追われたとのこと及びコロナ禍の到来での対応

もありましたが、民間病院 トップの判断と元公務員である医療従事者の使命感 とが

合わさって、難局を乗 り切つたとのことでした。

指定管理者に紺する市の管理責任を果たすために、次のような仕組みを設けたと

のことです。

◎市のモニタリング(毎月実施)

市の職員が基本協定書や仕様書に定めていることが守られているかのチェ

ックの実施

◎市民モニター会議 (年 2回開催)

市民の代表が病院に対する意見や提案等について、病院運営にあたつている

指定管理者と意見交換を行う場の設定
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◎経営評価委員会(年 2回開催)

設管条例に規定されている組織で市長からの諮問を受けて、指定管理者によ

る管理運営状況を評価するもので、学識経験者、民間病院経営者、公認会計士、

看護協会代表、社会保険労務士で構成されています。

【質問・感想等】

O 指定管理者との基本協定書の中では、「新病院における指定期間が 20年間とな
つている事や、備品の更新及び新規購入での 500万円(1件当たり)以上のものに
ついて市と協議の上、指定管理者負担金の対象とするかを決定することとなって

いる」が、期間や備品金額の検討はどのようにされたのか?

容・… 指定き理者努 鬱 が 二歿跨な事木安と要茂ろことで、修の方々声の状況

争と踏まえ溌だι tt ιた。

O 新「)H西市立総合医療センター」事業費の半分を指定管理者が負担することと
なったことについては?

な・・・案わ地域医療構想た沿って医療機関の再編・才ノかノ~ク拷子妨 ″
クスんたことから、支援力S受″ノられたっ(新築が条件かどうかを確認の再

門を行ったが、関係機関へ聞いて欲しいとの事でした。)

○ 指定管理料の支払いについては ?
容・・・市すま、数急、//明 ヅ握勁争の霧箸芽 秘 ナろ対価とιて、指定

書理者イこ対ιて指定旨理料を支拡レザ 九 (指定管理料の総額は、地方公

営企業法に定める経費とし、その上限は普通交付税の基準財政需要額に

算入された額のうち、病床数、救急告示病院数及び救急告示病床数から

算定された額とするとの事が基本協定書に明示されています。)

◎ 感想 。・。)|1西市の場合は、市立病院の経営困窮と建物の老朽化の中で、地域
での一定規模を有する民間病院との協議において、既設の市立病院は民間との統

合により対応し、一方、公立病院の存続を図るために、県の地域医療構想に沿つ

て医療機関の再編・ネットワーク化等の手法を取り入れて「指定管理者制度」導

入を採用し、抜本的な病院経営改革を行つた事案となっています。

他方、長浜市にあっては、病院現況について異なる部分がありますが、現在、

本市で再編後の病院形態の議論が行われている中にあって、仮に「指定管理者制

度」を導入した場合の検討事項は、「チ|1西市立総合医療センター」で検討された事

項は大いに参考となるものと考えますとこの他にも「地域医療連携推進法人」の

活用例も関係資料として頂いており、今後の展開過程の中で参考にしたいと思っ

ています。

③ 2月 14日 (火)徳島市議会でデジタル推進課からは「徳島市DX推進計画」、環境
保全課からは「地球温暖化封策(脱酸素等)」 について説明を受ける。

13:00  ～  15:00過 ぎ

【徳島市 DX推進計画】について
「徳島市 DX推進計画」については、その前身である「情報化基本計画」の後期
計画として、令和4年 3月 に計画期間4年間として策定されました。その前年の令
和 3年度には、デジタル化に関する市民アンケートを実施し、「高齢者等を対象とし
たデジタルデバイドぐ晴報格差)への対策」「行政手続のオンライン化、電子申請サー

ビスの拡充」「情報セキュリティ対策の徹底」を今後の課題として、計画の中で取組

方針を立てられています。
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取組方針としての『行政サービスの更なる拡充による市民の利便性の向上』『行政

運営の簡素化及び効率化の推進』『DX推進体制の整備』については、長浜市も同様
な取組方針及び取組項目となっていますが、他方『地域課題の解決と新たな価値の

創造』の取組方金十の中では、OGIS(地理情報システム)の効率的運用 0認知症高齢
者見守リネットワークシステムの運用 0遠隔通信機器を利用した鳥獣被害対策の
推進 0災害時オポレーションシステムの整備 等、具体的な項目が掲げられてい
たことが印象的でした。

【質問等】

○ 計画策定や取組みに向けて、特に配慮した点については?
容・・・庁含初躾体 の啓発を透∂てた、年齢の序″Ⅲ方への共通認識だ力′ノて

の妨 や、デ茅 アレ職員の各部署への麗暦や技術事務の塑〃7身上のたわ

た 2/考警買の閉蒼「つ/塁預紫つ、ノ牙ヲシー形 の″ つて
'ヽ

ま

九

茸た、地域誤題の解決胸″ウノノてノどオ、涛獣被害への幼 罵、シ″分の

捕獲シヌガメを実証テだ
~♭
てレ坊現 え害等の変イとだガιてが、本″

立汀/ど

がを/″ウエ‐させつたわ、ヌマオ 'μアーシでのシヌガンヽ構築を狡評t,今
密 6方ど妄〃争疹 考だ荻ク″力でπきたレヽとの事

~で
♭たっ

【地球温暖化対策(脱酸素等)】 について

「地球温暖化対策(脱酸素等)」 については、令和 4年度の主要事業で「持続可能な

環境未来都市形成事業」として、持続可能な地域社会を目指し、未来を見据えた脱

炭素に向けた取組を推進するため、住宅用太陽光発電設備や蓄電システム等を設置

する市民に対する補助。市所有の公共施設における太陽光発電設備の導入可能調査、

市内企業等に対し再生可能エネルギエに関する情報の提供を実施するとしての補助

対象を拡充した予算化をはじめ、「第 5次市エコマネジメントシステムの推進」「電

力の地産地消モデル構築事業」「親子再エネ教室の開催」など、事業展開を図られて

いました。

【質問・感想等】

O GXに ついて太陽光以外に今後取り組まれる再生可能エネルギー活用策につ
いては?

容・・・鱒島声′どオ言野サI修′どオ∂わとナろオ/ノ 厨ヽサil力I〃だ瑚に位置ι、平野面積

わミ歩ヒ較的多て、芸たた7rク寺闘ぬミ長 レ`遊夢待雄力賜 ろため、ズ疹χttg
(こ通 Dたと物欣 物 ろと考党 r,Ⅲズ九 風力や老潔芳憲等の寇の再生 7
藩正才ノ′/ギーだ初 Ⅲてノどオ、地域的通正ゐミを,ヽたゎ興麻的な準スだつ″ヽて

の険討 ま々進ん OⅢメせん。

◎ 感想…・視察時に配布された資料の中に「太陽光発電導入に関する説明会(2/20)
のお知らせ」のチランがあり、太陽光発電導入を検討されている市民向けに、「徳

島市は市民や企業の皆様の脱炭素に向けての取組みを応援しています。」と表示

し、チラシ内には、四国電力l抑や県のグリーン社会推進課の担当者が『電気料金

菖 騰 の 苦 暑 ‖や『 > ど I幸 十 建 平 基 雷 "加五日春 田 "草当 ιゼ ロ こついて の 等 清  顧

には環境省四国事業所脱炭素企画官からは『環境省補助事業について』の講演と

1こイよ 入 りま した丈あり、太陽光発 入 こ向 イす 力の入れ よ つ

徳島市のみならず、県や広域的な取組みについては、長浜市だけでなく滋賀県

も巻き込んで(広範囲での取組みの必要性を強く感 じました。
5
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④  2月 15日 (水)神山町 認定 NPO法人グリーンバレす で、作田事務局長補佐か
ら「サテライ トオフィスツア」等について説明を受ける。

10100  ～  12:00

【神山町とは】

徳島県は過疎化が最も激しい県の一つ。過疎地域に指定された市区町村の過去 50

年間の人口減収率で、2010年時点で全国平均はマイナス 36,5%。 これに対し徳島県
は同 53.60/0と 大幅に上回つています。

神山町は「消滅可能性都市」の危機を乗り越え、2060年以降も3,000人 を下回ら

ない人口を維持しようと、様々な取組みを進めています。2019年度に転入者数が転
出者数を上回る8年ぶりの社会増。翌 2020年度は過去最高の転入者数を記録する
など、その取組みは着実に成果を上げています。

【サテライ トオフィスツア】等について
「サテライ トオフィス」については、神山町で展開されたプロジェク ト「ワーク。

イン・ レジデンス(町の将来にとって必要な働き手や起業者の誘致)」 「神山まるごと

高専(コ ンセプ トとして、テクノロジー×デザインで人間の未来を変える学校)」 「サ

テライ トオフィス(IT、 映像、デザインなど働 く場所を選ばない企業の誘致)」 の一つ

の取組みです。

東京や大阪といった大都市に本社を置く新興企業が、地方からでも遠隔で仕事が

出来る「サテライ トオフィス」を開設 し、更にこのことに伴い県外からの移住も増

加 しているとの事でした。

政府は、デジタル技術で地域活性化を目指す 「デジタル田園都市国家構想」の実

現に取 り組んでお り、新たな時代潮流を的確に捉え、大都市圏の企業やその社員の

誘致につなげていく取組みとなっています。 具体的な内容は次の通 りです。

「ワーク・イン 。レジデンスJでは、町の将来にとって必要と思われる「働き手」
「起業家」の逆指名 (パン屋さんの開業やデザイナーさん誘致など)をすることで、
町のデザインが可能となる事き空き家改修プロジェクトを進め、クリエイターがお

試し滞在できるオフィス兼住居の整備も。ビストロ、カフェ、オーダー靴屋、総菜
屋などサエビス業の展開。
「サテライトオフィス」で 1ま、建築家、デザイナー、ITベンチャエ起業家、ラボ
オフィスなど、アイディアでなく、神山に集まる人の思いを一緒に紡ぐ中で自生。
「神山まるごと高専」では、2022年 8月 31日 私立神山まるごと高専の文科省の
設置認可を受け、2023年 4月 の開校が決まりました。そのプロジェク トは学生数
200名 (5年制)・ 全寮制(個人版 。企業版ふるさと納税を活用 した学校設立)。 モノ
をつくる力で、コトを起こす人の育成をコンセプ トとして、「一口 10億円出資、
もしくは長期寄附契約」により「100億円の基金を運用」し「運用益を原資として

給付型奨学金を支給」を想定されています。

【質問・感想等】

○ 取組みのポイント、支援については?
容・・・刀′か牛

~桜
ろを″莱と〃・府だつ/ょ ぐ`ノ

9″
ノェクハノとだ ιた軒の食■と生夢

豚″ゞ入―ヌ。プ″ジュークト乗定のまっか′ノの一つ′とオ、〃本治11生会議汚ゞ
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の成少峯が大 きクラ術で、/″/力町■ま全国 ′7θθ祀朝 ″ 申、′ノーズトワθ″

だ‐/~ンクさん、危機感をカレ`た〃ア′メ、Ξの 桜 ら・ひと・ιごを魯と生カ

の方π 6グ密だ、数彦の戦賂を策危

厚戸とナうのが、/物ω 年以降 6島θθθスをVあ なク`スだ7を維持ナ
ろごと。

"う

つ、/ノ 申ヽ学校物 顔をクθス以上た方うこと。スだ7″

少の血れた,ま逆ら党妙クヅ、わ 縦 咳 クーだ愛のノt戸を維持ナろことを

冒若ナとさんた。そのたわ膨ノス戸病房の中身を愛姥ろ必要″ゞあク、デ

ど6を産み、本てろ若者野 確 /ユカであらラ必婁があるとの曳

プμノェクかで康 ′ナ茸レ】づ〈クノ′ひとづヾクノ√ιごとづぐクノ /「宏

房ヮ勤影 づぐクノ核 ィか役暮らιづイクノノ慶啄づ〈クノのσつの近策

領域を設危 若をが安ノど`ιて暮らせろ住居や職 D熱鍵み厚若ナこととさ
れた。

◎ 感想・・・2004年 12月 にNPO法人グリーンバレーが神山町移住支援センタ
ーの運営委託を受け、「移住希望者」「空き家」の情報一元化をスタートさせた以

降、総務省支援の受け皿として、創生戦略交付金の活用をはじめ、『認定 NPO
法人』の資格を取つたことにより、非営利の事業に対しグリーンバレーでの寄

附が得やすくなり、その後の高専プロジェクトまで生み出している。

また、今日までグリーンバレーの理事である大南信也氏(昨年 12月 には来浜

あり)のほか、多く実業家も関わつておられます。

特に高専に当たつては、大南信也氏、斉藤郁子氏(宿・レストラン
。農場関係

者)、 竹内和啓氏(教育関係者)の 3人が、神山アーティスト・イン・レジデンスの

作品が並ぶ大粟山に集まつた時がきつかけとなり、高専設立に向けた様々なプ

ロジェクトに繁がっていると、「グリーンバレージャーナル VOL1 7」 でその内

容が掲載されています。

将来、町が消滅するという危機感と地方創生戦略の活用、更に色々な分野で活

躍されている実業家等が集まり、アーティストも町のファンとなり、面白い人た

ちが移住。更に光ファイバー網整備も整い、ネ )卜環境も素晴らしく、各プロジ

エクトでも成果を出し、これらのことを各メディアが紹介したこともあつて、今

春における高専開校まで順調に進んで行つたものと思います。

自然豊かな町であり、面積は 173.3k話、2,417世帯、4,941人 の人々が暮らし

ているまちで、長浜市とは規模等は異なるが、人口減少、若者流出が続いている

事では同様であり、色々学ぶことは多く、特に過疎化が拡大している地域に向け

てのまちづくり振興には、大いに参考となるものと考えます。

⑤ 2月 15日 (水)淡路市内、「フロッグスフア~ム アトモスフィア」エリア内で現
地調査を行う。(地方創生プロジェクト)【現地視察】

1500頃～15分間程度

【フロングスフア~ム  アトモスフィア】について
食べる"をキーワードに地域を盛り上げる「フロッグスファーム アトモスフィア」
が掲げる「地方創生」とは、地元の生産者や住民の方々と共に地域の活性化を進め

る地方創生、地域再生を意味しています。

2014年に開校となった淡路市立尾崎小学校跡地を活用し、新プロジェクト『サキ

アー』は、地域コミ■ニティ施設との位置付けです。
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同店1ま、平日の昼時も滉み合う、関西ゐホットスポットとしての人気の施設とな
り、島の活性化と未来を切り拓く「地方創生Jの拠点施設として、「食・アート・学
び」をテーマにしたコンテンツを今後も展開していくとされています。
【感想等】

◎ 他の視祭との時間的制約もあり、現地視察では説明が叶わなかったが、I各施設
自体はテーマにある「食・アート・学び」を展開したもので、観光目的において
も訪れて楽しめる状況であると感じました。

(3)行政視察の結果を本市にどのように反映させるか     |
いずれの行政視察においても、各視察先の【感想等】の中で記述したように、今日、
長浜市が抱えている諸課題の解決に向,ナて、貴重な事案として勉強となり、大いに参
考となる事項が多くあり

′
ました。          1

帰浜後は、頂いた資料も再読し、会派内での議論を重ね、本市の地域活性化及びま
ちづくりの推進に役立てて行きたい。

以上
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